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[和文要旨] 

 在宅で経腸栄養を行っている高齢者が増えつつあるが、介護に携わる家族の負担も長期にわたれば、決

して楽なものではない。そこで、胃瘻カテーテル交換に際しての患者の安全の確保と栄養評価、さらには、

家族のレスパイトを目的に『PEG交換地域連携クリニカルパス』を作成して、胃瘻カテーテル交換レスパイ

ト入院を受け入れている。木曜日に外来診察を行った後、入院。金曜日に内視鏡観察下に胃瘻カテーテル

交換を行い、その後、口腔ケア、栄養評価などを行って週明けの月曜日に退院するというスケジュールで

ある。 

 パーキンソン病2例、歯状核赤核ルイ体萎縮症１例、脊椎小脳変性症１例、破裂脳動脈瘤クリッピング術

後１例、の5例に延べ７回のレスパイト入院をおこない、全例に内視鏡下に安全に胃瘻カテーテル交換が行

え、2件のバリアンスを認めたものの、入院中の口腔ケアや栄養評価に対する評価はおおむね良好であった。 

『PEG 交換地域連携クリニカルパス』を使用することで、患者のみでなく、家族の QOL が改善する。 


